
魅力ある水産業の育成にむけて、加工・販売などを含む事業の高付加価

値化、稚魚の放流などの育てる漁業の振興、旅館や飲食店との連携による

特産の漁獲物を使った料理の開発と地域ブランド化、後継者の確保などの

取組を推進します。

基本目標
基本目標基本目標
基本目標 賑わいと元気あふれるまちづくり【産業】

◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の全体像
全体像全体像
全体像

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　施策

施策施策
施策の

のの
の体系項目
体系項目体系項目
体系項目 将来像

将来像将来像
将来像

施策評価
施策評価施策評価
施策評価シート

シートシート
シート

（
（（
（平成
平成平成
平成29

2929
29年度評価実施
年度評価実施年度評価実施
年度評価実施）

））
）

担当
担当担当
担当

部課名
部課名部課名
部課名

産業環境部

農林水産課

関連
関連関連
関連

部課名
部課名部課名
部課名

◆
◆◆
◆第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画第四次蒲郡市総合計画
第四次蒲郡市総合計画（

（（
（２０１１
２０１１２０１１
２０１１～

～～
～２０２０
２０２０２０２０
２０２０）

））
）

施策名
施策名施策名
施策名 水産業

施策
施策施策
施策の

のの
の説明
説明説明
説明

２ 育てる漁業の推進

３ ブランド化とＰＲの充実

１ 安定した経営基盤の充実

漁業者、水産業関係団体等が一体となっ

て安定した水産業経営が行われていま

す。

「獲る」漁業から「育てる」漁業へ、水産資

源の育成と保護を推進して

います。

４ 後継者の育成支援



担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

近年ガザミの漁獲高が激減していることをうけ、今後も漁獲高が減り続けることになると漁業の継

続にも支障をきたすことになるため、育てる漁業の一環として、平成１４年度から毎年６月に放流

作業を行っている。平成１５年当初は愛知県の漁獲高３３０トン、蒲郡の漁獲高８０トンであったも

のが、平成２４年には愛知県の漁獲高が６２９トン、蒲郡の漁獲高が１４６トンとガザミの漁獲高は

増加傾向にあると思われる。

2
22
2

抱卵
抱卵抱卵
抱卵ガザミ

ガザミガザミ
ガザミ放流事業費(千円)

放流事業費(千円)放流事業費(千円)
放流事業費(千円) 抱卵

抱卵抱卵
抱卵ガザミ

ガザミガザミ
ガザミ放流数(尾)

放流数(尾)放流数(尾)
放流数(尾) －

－－
－

1
11
1

新規漁業就業者数(人)
新規漁業就業者数(人)新規漁業就業者数(人)
新規漁業就業者数(人) －

－－
－ －

－－
－

担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

本市の漁業の持続的発展を目的に、市、水産業者、漁業関連団体等が一体となり、将来、独

立・自営を目指す人材を育成する「新規漁業就業者支援事業」は、平成２６年１０月１日にスター

トし、平成２８年度は1名が研修継続中していた。今年度第１期生の研修が終了することから、新

たに１名の研修生を確保し、受入漁家の協力の元、独立に向けて支援を継続していく。

事業名
事業名事業名
事業名 新規漁業就業者支援事業

新規漁業就業者支援事業新規漁業就業者支援事業
新規漁業就業者支援事業

事業名
事業名事業名
事業名 抱卵

抱卵抱卵
抱卵ガザミ

ガザミガザミ
ガザミ放流事業

放流事業放流事業
放流事業

◆
◆◆
◆主要事業
主要事業主要事業
主要事業に

にに
に係
係係
係る
るる
る具体化
具体化具体化
具体化した

したした
した取組
取組取組
取組み

みみ
み実績
実績実績
実績（

（（
（括弧内
括弧内括弧内
括弧内は

はは
は単位
単位単位
単位）

））
）

1 1

1

2

0

1

1
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2
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0.2
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0.8

1

1.2
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0.2
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1

1.2

380

800

380
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0
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300
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300

0
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0.6

0.8

1

1.2



担当者評価
担当者評価担当者評価
担当者評価

3
33
3

－
－－
－ －

－－
－ －

－－
－

事業名
事業名事業名
事業名
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0.6

0.8

1

1.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

0.2
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0.6

0.8

1

1.2



指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

◆
◆◆
◆市民等
市民等市民等
市民等からの

からのからの
からの参考意見等

参考意見等参考意見等
参考意見等

市民
市民市民
市民サービス

サービスサービス
サービス向上

向上向上
向上に

にに
に向
向向
向けた
けたけた
けた意見等
意見等意見等
意見等

把握
把握把握
把握していない

していないしていない
していない

2
22
2

指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

指標
指標指標
指標の

のの
の分析
分析分析
分析

平成２７年度の漁獲量減の理由は、沖合底びき網漁船1隻が海上火災によ

り未操業となったため。平成２８年は操業再開しているため、漁獲高が増加

したが、分母となる決算額が増えたため数値が減少した。

◆
◆◆
◆施策
施策施策
施策の

のの
の現状分析
現状分析現状分析
現状分析（

（（
（指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移から

からから
から見
見見
見た
たた
た現状分析
現状分析現状分析
現状分析）

））
）

1
11
1

指標
指標指標
指標の

のの
の推移
推移推移
推移 指標

指標指標
指標の

のの
の説明
説明説明
説明（

（（
（設定理由
設定理由設定理由
設定理由）

））
）

本市漁獲量（ｔ）/決算額（千円）　前年比較で増

を目指す。

漁獲量を指標の柱としたのは、付加価値の高い

水産物の収量を考えるとき、売上高を指標とす

べきであるが、データ入手の点から漁獲量とした

ものである。
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市費投資分漁獲量割合(ｔ（トン）)
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1

1.2

－



1

2

3

4

新規漁業就業者支援

事業

本市の漁業は、漁船数におい

て、昭和63年が245隻あったの

に対し、平成26年11月現在が

93隻と大幅な減少となってい

る。

　漁業者の高齢化、後継者不

足等による漁業者の減少、漁

獲量の減少及び魚価の低迷に

よる漁業経営の悪化など、厳し

い状況が続いている。

「新規漁業就業者支援事業」は、平成２

９年９月に第１期生の研修が終了し、平

成２９年度新規研修生1名となる。

今後新たに研修生を支援できる予算を

確保しており、受入漁家の体制が整い

次第、支援をしていく。

抱卵ガザミ放流事業

漁獲売上げにおいて、昭和63

年が54億円あったのに対し、

平成26年が12.4億円こちらも

大幅に減少している。

今後育てる漁業として、漁業の

振興には、積極的に取り組む

必要がある。

漁獲高の減少とならないために、今後

は「獲る」漁業のみではなく、「育てる」

漁業の推進に取り組んでいく。

◆
◆◆
◆今後
今後今後
今後の

のの
の方針
方針方針
方針

№
№№
№

課題
課題課題
課題

今後
今後今後
今後の

のの
の取組
取組取組
取組み

みみ
み

件名
件名件名
件名 内容

内容内容
内容



施策
施策施策
施策の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｃ：目指す将来像実現に向けて計画より進行が遅れている。

部長評価
部長評価部長評価
部長評価

新規漁業就業者支援施策については、高齢化による漁業従事者の減少が

懸念される中で一定の成果をあげているが、開始した平成26年度に比べ

応募者が減少しており、募集のPR方法の改善と共に、漁業関係者におけ

る受入環境の整備が必要である。また、水質改善による「きれいな海」と漁

種の生育に適した「ゆたかな海」という考え方があり、漁場環境をどのように

改善していくか難しい問題であが、アマモの播種や抱卵ガザミの放流など

育てる漁業の継続は重要であると考える。

◆
◆◆
◆施策評価
施策評価施策評価
施策評価

構成事業
構成事業構成事業
構成事業の

のの
の進捗状況
進捗状況進捗状況
進捗状況 Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策
施策施策
施策の

のの
の進
進進
進め
めめ
め方
方方
方 Ｂ：一部見直しが必要である。

課長評価
課長評価課長評価
課長評価

　新規漁業就業者支援事業では、水産業の大変厳しい現状を少しでも盛

り上げるため、研修生に対する国の補助事業を活用しつつ、市からも追加

支援を行っている。第１期の研修生が予定の研修期間３年を終える前に、

第２期の研修生と受入れ漁家の１組のマッチングができ、将来に向けて

徐々に希望が持てるようになってきた。

　抱卵ガザミ放流事業は、これまでの「獲る」漁業から「育てる」漁業への転

換を推進する事業であり、若手の漁師を中心に取り組んでいる。ガザミ資

源の維持増大を図るものであるが、養殖とは違い自然環境への取り組みで

即効性を確認することは難しいが、これからも継続的な取り組みが必要で

ある。



事務事業一覧

2-2 農林水産課 297 漁業資金利子補給事業 368 443 0.12 Ａ オ オ Ｂ 3 ×

2-2 農林水産課 298 水産振興事業 4,515 3,490 0.58 Ｂ オ オ Ｂ 3 ×

2-2 農林水産課 299 水産物地産地消事業 100 1,445 0.28 Ｂ カ オ Ｂ 3 ×

2-2 農林水産課 300 漁村活性化総合対策事業 1,818 1,255 0.23 Ｂ オ オ Ｂ 3 ×

2-2 農林水産課 301 水産多面的機能発揮対策事業 398 1,255 0.23 Ｂ オ オ Ｂ 3 ○

人件費（参考）

（千円）
総合
計画

所管課 番号 事　　業　　名
人件費を除く

事業費(千円)

実施
計画

人工 評価
（担当者）

事業の
種別

新規
事業

達成
状況

市長ﾏﾆ
ﾌｪｽﾄ


